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序 

 

 

 現在、AI、5G などの導入や設計・生産手法のデジタル化などの技術革新をはじめ、ソ

サエティ 5.0 やサプライチェーンのコネクティッド化などが進められており、我が国の技

術及び経済社会は大きな変革期を迎えております。こうした中で、新技術や新システムを

社会に導入するためには、技術を検討するだけではなく、経済社会の変革のあり方を検討

し、イノベーションのための戦略を策定することが重要です。こうした戦略を策定するた

め、一般財団法人機械システム振興協会では、平成２６年度から、外部の関係組織の皆様

とともに「イノベーション戦略策定事業」を進めてきました。 

 

 この事業の一環として、一般財団法人マイクロマシンセンターに委託して、「環境調和

型 MEMS の研究開発に関する戦略策定」のプロジェクトを実施しました。これは、MEMS

センサが、将来、野外や自然環境の中で使うために回収不要にする必要性が生じることや

省エネルギーで製造されることが期待されていることを踏まえ、環境調和型の MEMS に

ついて、その用途、材料、製造方法などを検討し、その研究開発の戦略を策定するもので

す。 

 

この中で、多様な分野の関係者とともに弊協会も参加して議論・検討を行いました。ま

た、弊協会に設置しております「機械システム開発委員会」(委員長：東大名誉教授 大場 

善次郎 氏)の指導・助言を受けました。 

 

 この成果が、機械システムによる経済・社会の変革に寄与することとなれば幸いです。 

 

 

 令和３年３月 

                  一般財団法人機械システム振興協会 

  



  

 

はじめに 

 

 

MEMS（Micro Electro Mechanical Systems）技術は小型・高性能のセンサ製造のキー技術

として発展してきました。これまでは自動車やモバイル機器などに組み込まれて使われる

のが主流でしたが、これからのサイバーフィジカルシステムやトリリオンセンサの時代に

は、MEMS デバイスも外に飛び出し、自然環境やスマートシティなどで広く使われるよう

になっていきます。 

そのような MEMS デバイスが広大な自然環境に大量に設置されるようになると、バッ

テリの枯渇や使用目的の終了等により使用しなくなった大量の MEMS デバイスを回収す

ることが困難になってきます。そこで必要になるのが、自然に放置しても環境汚染につな

がらないような、自然に還る、あるいは自然に溶け込む MEMS デバイスシステムです。 

本調査研究事業は、一般財団法人機械システム振興協会より委託を受けて、一般財団法

人マイクロマシンセンターが実施したもので、上記のような環境調和型 MEMS（EfriM : 

Environment friendly MEMS）技術の研究開発に関する戦略を策定したものです。EfriM に有

望なユースケース、材料・デバイス及び製造技術に関して調査し、インフラ、災害、農業

分野でインパクトの大きい 6 つの EfriM ユースケースの開発に必要な横断的技術項目を、

環境固定化技術、環境に還る技術、共通基盤技術の 3 技術として整理して、時間遷移を考

慮した縦横マトリクスの技術開発戦略としてまとめました。 

この調査研究の成果が研究開発プロジェクトに結実し、屋外利用の IoT センサシステム

の普及並びに Society5.0 社会の実現にいくらかでも貢献できれば幸いです。 

 

令和 3 年 3 月 

 

一般財団法人マイクロマシンセンター 
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